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	No.22　　2011．5．2
銀山中学校

神　　貴　夫


　福島県の小中学校　深刻な放射能汚染！ 
～　75.9％の学校　「管理区域」基準（3 ヶ月1.3mSv）を超える　～
子どもたちを放射能被曝から守るため福島県の複数の市民団体が、県内の小中学校の放射能測定検査を実施した。その結果、福島県の複数の学校で高い放射線が計測された。（下の表を参照）
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福島市のC校の遊具の下の地面を例にとると325.0μSv/ｈの放射線が出ている。一般人の1年間の許容量1mSvをわずか3時間で浴びる計算になる。
こうした調査結果を受けて地元の市民団体などで結成された「原発震災復興・福島会議」は、3月31日、県知事および県教育委員会に調査結果を示し、始業式の延期と早急な対策を求めた。(右□参照)
これを受けて県教委は学校を再開させるための放射線量安全基準の提示を国に要請。屋外での学習活動の注意点や大気中の放射線量が一定を超えた場合の学校現場の対応、登下校時の適切な服装、部活動や屋外で授業をする際の注意点などを明示するよう求めた。
また、4月5 日から3 日間、県内1428 の小中学校の校庭などで、大気中の放射線量を測定した。
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放射能汚染の測定結果は、実に県内の７５％にのぼる小中学校で、一般人の立ち入りが制限される放射線管理区域に相当する高い放射線が観測された。
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グランド 3,100 25.8

芝生 3,000 25.0

側溝(U字溝)  13,000 108.3

遊具の下の地面 2,600 21.7

池 500 4.2

遊具の下の地面 1,000 8.3

池 1,100 9.2

グランド 1,100 9.2

芝生 3,000 25.0

側溝(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)  2,300 19.2

遊具の下の地面 39,003 325.0

D グランド 1,400 11.7

グランド 2,400 20.0

側溝(U字溝)  8,000 66.7

遊具の下の地面 2,400 20.0

グランド 1,800 15.0

G  グランド 1,500 12.5

μSv/h　換算

福島市

川俣町

測定値（cpm）

ｶｳﾝﾄ･ﾊﾟｰ･ﾐﾆｯﾂ

調査場所

A

B

C 

E 

F 

（次ページ参照）

その内２０%の学校は「個別被ばく管理」が常に必要なレベルに達していた。これは、原子力発電所などで放射線量計を身につけて働く環境下と学校が同じ状態になっていることを意味する。
【調査結果の全容】
・75.9％の学校で「管理区域」基準（3 ヶ月1.3mSv）を超える放射線を観測

・20.4％の学校等では、「個別被ばく管理」が必要となりうる放射線を観測

・県北・相双で高い放射線量率が観測された割合が高く、96～99％の学校で「管理区域」基準を超え、特に福島市を含む県北では調査対象校等の56.5％で「個別被ばく管理」が必要な水準

・県中・県南・会津・いわきでは、58～76％が「管理区域」基準を越えている。中でも郡山市を含む県中では20％の学校が「個別被ばく管理」が必要な放射線を観測

法的にも多くの学校が「管理区域」の表示をして注意を促さなければならない状況にあることが判明。

法的には原発労働者と同様に「個別被ばく管理」が必要な環境にある学校が３３４校に上る結果が出された。

とても新学期を迎える状況ではない中、結局、予定通り新学期は開始された。今、子どもたちはマスクをして登校している。屋外での遊びはほとんどない状態の中、ストレス症状を訴える子どもが出てきている。市民団体は連名で新学期開始時期の改めて要請している。文科省が出した20mSvという数字は、狂気という他ない。


土壌汚染測定結果に対する専門機関のコメント

測定に協力したフランスの独立系測定機関ACRO のDavid Boilley 所長のコメント
・ ヨウ素の汚染が高く避難したほうがよい.

・ 長い期間で見ればセシウム137 がもっとも厄介な問題だ.

・ 土の１キログラムあたりのベクレル数で言えばほとんどの結果が、日本政府が決めた5000 ベクレルを超えている。

・ 土の平米当たりのベクレル数は（チェルノブイリ事故により）1991 年にベラルーシで決められた値と比較できる。そこでは185,000-555,000 ベクレルで移住が許可され、555,000-1,480,000ベクレルで新住宅の権利が与えられた。今回調査の結果はほとんどがそれ以上の値である。
市民団体は、学校単位の「学童疎開」実施の検討を行うこと、国が予算面等で支援すること、を国に要請している。放射能は初期の対応が極めて重要だ。後になって学童疎開する愚策をまたしても取る気なのだろうか・・・・。






＊120CPM = 約 1マイクロ シーベルト/時(μSv/h)













































































